


「2019島根デザイン展」開催要項 

名  称 「2019島根デザイン展」 

テ ー マ ～しまねの底力～ 

会  期 平成 31年 5月 1日（水）～5月 6日（月） 

午前 10時～午後 6時（最終日は午後 5時） 

会  場 島根県立美術館 ギャラリー①室 松江市袖師町 1-5 

主  催 島根デザイン連盟 

後    援 島根県、島根県教育委員会、松江市文化協会、朝日新聞松江総局、 

毎日新聞松江支局、読売新聞松江支局、中国新聞社、 

山陰中央新報社、ＮＨＫ松江放送局、ＴＳＫ山陰中央テレビ、 

ＢＳＳ山陰放送、日本海テレビ、エフエム山陰 

内  容 この春、「2019島根デザイン展」のテーマは、～しまねの底力として、 

当連盟会員・準会員 20名と会員推薦の一般作品の基礎造形作品やグ 

ラフィックデザイン、プロダクトなどデザインの可能性を問いかけ 

る意欲的な作品展示です。出品作品約 100点はさまざまな視点で子 

どもから大人が楽しんでいただける展覧会を目指します。 

このしまねからデザインという文化がより広く伝われば幸いと思い 

ます。 

概  要 アイデアは、人の数だけ存在し日々生み出し続けられています。私 

たちは無限にあるアイデアをひとつずつ「分解」し工夫を凝らして 

日々創作活動を続けています。会員ひとり一人がこれからも、世の 

中にあるアイデアをさまざまな見方でとらえながら新しいカタチを 

生み出したいと思います。 

事業主旨 デザインは社会に関わる表現活動としての意義があり、私たちは、 

   これに関わっていますが、少し仕事を離れての制作に意欲的に取り 

   組みたいこともあって、本展覧会はクリエイティブな表現を探求し、 

感性を陶冶するような基礎的な表現にも取り組んでいます。 

人の心を動かすような作品、興味を持って調べたり探したりして見 

たいような作品、作品のイメージや印象が眼に止まり、見る人が心 

を動かすようなアイデアを提示し、人と地域をつなぐコミュニケー 

ションデザインとすること、ここから新しい価値の創出を目指して 

います。 

目  的 デザインに集い、このしまねの地にデザインという文化を育み寄与 

     したいと願って、1960年に島根デザイン連盟を設立し、産業界や教 

     育現場でささやかな制作と表現活動を会員が半世紀に亘って続けて 

     います。この活動が次世代にも引き続き担って行ける人材を発掘し 

     たいと願っております。 
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